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 選挙奮闘記 

●2024 年２月４日、つくばみらい市議選の投票日。この日から逆算してのびっしりとした

スケジュールが日本共産党つくばみらい市委員会から手渡されました。毎日、朝立ちと街

頭宣伝最低 20 回・・・。日課は演説地域まで車で移動し指定場所で駐車します。その後、

車両から乳母車をおろし、座席にハンドマイクを載せて、のぼり旗を持って、住宅街や農

村地帯を練り歩きます。マイクで演説しながら町を練り歩く姿を見た下校中の子どもたちは興味津々。「ご近所も皆

さん、こんにちは」と演説すると「こんにちは」と子どもたちから返事がきます。給食の無料化を演説すると、「き

ゅうしょくー」と興味を示しています。当初は、演説も不慣れで、機械の使い方もわかりませんでした。朝立ちや演

説等の反応も薄く、本当に届いているのかどうかと不安の毎日でした。演説原稿作りも選挙で訴えたいことは？から

始まり、政策や財源、住民の困りごとの把握等多岐に渡ります。ようやく、原稿が出来たころには、災害や事件が発

生して、大きく構成を変えないといけないこともあります。今回の立候補予定者は、当選 18 枠に対し、23 人。選挙

は新人 11 人、現職 12 人という世代交代選挙の様相を呈しています。私自身も間宮美知子さんの後継としての選挙。

何としてもバトンタッチで世代継承を果たさなければ・・・とプレッシャーを感じながらの日々。そんな中、最近に

なり、ようやく、地域から反応が返ってくるようになりました。朝、交差点やみらい平駅頭に立って、挨拶や手振り

をすると手を振り返してくれる方も少しずつ出てきました。そんな時は、「ヨシッ」と心の中でガッツポーズ。私は

長年、障がい福祉に携わってきました。そして、様々な社会から孤立してしまった人に出会いました。私の演説のテ

ーマは尊厳です。人間誰でも高齢になります。また、病気や事故などで障がいを持つこともあります。そんな時に地

域に住む老若男女が共に手を携えて、生活していけるまちづくりをしたい、誰もが住みよいまちづくりをするのが、

私の役割だと考えています。市民の皆さんに希望を届けるため、最後まで粘り強く頑張ります。 
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 父の本家被災（石川県珠洲市） 

●2024 年１月１日。珠洲市の大谷地区の父の本家が地震で壊滅状態になりました。大谷に入る道路は寸断、孤立状

態になったようです。本家の親戚は当初、大谷小学校に避難し、17 日程度、避難所で過ごしたようです。現在は２次

避難先の富山県のホテルに滞在しています。状況がわかり次第、紙ひこうきで報告します。 


